
は
じ
め
に

『

曽
我
物
語』

と
は
、
建
久
四
年
、
鎌
倉
将
軍
・
頼
朝
が
催
し
た
富
士
の

裾
野
で
の
巻
狩
り
最
中
に
起
こ
っ
た
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
事
件
を
題
材
と

し
た
物
語
で
あ
る
。
こ
の
仇
討
ち
事
件
は
、
単
な
る
曽
我
兄
弟
の
私
怨
に
よ

る
殺
傷
事
件
で
は
な
く
、
敵
の
相
手
が
幕
府
の
重
臣
で
あ
り
、
遂
に
は
頼
朝

の
殺
害
を
も
目
論
ん
だ
と
い
う
か
な
り
衝
撃
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。『

曽
我

物
語』

は
、
十
あ
る
い
は
十
二
巻
仕
立
て
で
あ
り
、
作
者
は
未
詳
、
成
立
は

十
四
世
紀
ご
ろ
と
さ
れ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
曽
我
兄
弟
の
半
生
を
中
心
に

描
き
、
同
時
に
、
源
頼
朝
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
体
制
樹
立
の
背
景
と
絡
み
合
っ

て
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
性
質
か
ら
、『

義
経
記』

と
と
も
に

｢
准

軍
記
物
語｣

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

テ
キ
ス
ト
は
、
大
別
し
て
真
名
本
と
仮
名
本
の
二
系
統
が
あ
り
、
真
名
本

が
古
態
で
あ
る
こ
と
は
定
説
化
し
て
い
る

(

１)

。『

曽
我
物
語』

の
最
終
的
形
態

は
仮
名
本
と
な
る
が
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
後
世
で
は

『

曽
我
物
語』

を

題
材
と
し
た
芸
能
の
演
目
が
多
く
生
ま
れ
た
。
謡
曲
の

｢

元
服
曽
我｣

｢

小

袖
曽
我｣

｢

夜
討
曽
我｣

な
ど
の
他
、
幸
若
舞
に
も

｢

和
田
酒
盛｣

｢

十
番
切｣

な
ど
様
々
な
演
目
が
あ
り
、
ま
た
、
近
世
の
演
劇
で
は
、
古
浄
瑠
璃
や
歌
舞

伎
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、『

曽
我
物
語』

は
絵
画
化
の
動

き
も
盛
ん
で
あ
り
、
絵
解
き
の
題
材
と
し
て
の
一
面
も
持
つ
。
本
稿
で
は
、

未
だ
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
絵
入
り
版
本
に
焦
点
を
当
て
る
。

数
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
中
、
仮
名
本
で
は
流
布
本
と
呼
ば
れ
る
多
様
な
版
本

が
あ
る
が
、
古
活
字
本
と
整
版
本
が
広
く
伝
わ
る
。『

曽
我
物
語』

で
は
、

元
和
寛
永
頃
の
古
活
字
本
で
最
初
の
挿
絵
入
り
本
が
登
場
し
、『

曽
我
物
語』

の
他
に
も
多
く
の
軍
記
物
語
の
挿
絵
入
り
版
本
が
う
ま
れ
た
。

既
存
の
版
を
覆
刻
す
る
、
あ
る
い
は
模
倣
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、

特
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
寛
文
三
年
刊
本
と
寛
延
三
年
刊
本
で
あ
る

と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
ま
た
、
絵
数
に
つ
い
て
は
、
版
が
改
ま
る
た
び

に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
以
下
、『

曽
我
物
語』

版
本
に
関
す
る
情
報
で

あ
る

(

３)

。

【
版
本
と
挿
絵
】

①
寛
永
頃

[

一
六
二
四
―
一
六
四
三]

絵
入
り
古
活
字
本

(

一
枚
版
絵)

②
元
和
寛
永
頃

[

一
六
一
五
―
一
六
四
三]

組
合
せ
絵
入
り
古
活
字
本

〈

全
二
〇
一
図
〉

③
寛
永
頃

[
一
六
二
四
―
一
六
四
三]

絵
入
整
版
本

④
正
保
三
年
刊

[
一
六
四
六]

絵
入
整
版
本

〈

全
一
九
四
図
〉
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⑤
寛
文
三
年
刊

[

一
六
六
三]

絵
入
整
版
本

⑥
寛
文
十
一
年
刊

[

一
六
七
一]

絵
入
整
版
本

⑦
貞
享
四
年
刊

[

一
六
八
七]

絵
入
整
版
本

⑧
元
禄
十
一
年
刊

[

一
六
九
八]

絵
入
整
版
本

〈

全
一
二
〇
図
〉
※
見
開
き
二
四
図

⑨
元
禄
十
四
年
刊

[
一
七
〇
一]

絵
入
整
版
本

⑩
寛
延
三
年
刊

[

一
七
五
〇]

絵
入
整
版
本

【

挿
絵
の
系
統
】

○
寛
永
頃
一
枚
版
絵
本
―
寛
永
頃
版

(
流
用)

―
正
保
三
年
版

(

覆
刻)

／
元
和
寛
永
頃
組
合
せ
絵
本

(

模
倣
、
複
雑
化)

○
寛
文
三
年
版
―
寛
文
十
一
年
版

(

覆
刻)
―
元
禄
十
四
年
版

(

流
用)

／
元
禄
十
一
年
版

(

覆
刻)

／
貞
享
四
年
版

(

模
倣)

○
寛
延
三
年
版

全
十
種
の
絵
入
り
版
本
の
存
在
が
確
認
で
き
、
大
き
く
分
け
て
三
種
の
系

統
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
絵
柄
の
系
統
は
先
の
通
り
で
あ
る
が
、

絵
柄
と
構
図
が
一
致
す
る
の
は
、
覆
刻
と
な
っ
て
い
る
③
・
④
と
⑤
・
⑥
・

⑧
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
確
認
し
た
三
種
の
版
に

は
、
挿
絵
総
数
を
〈

〉
で
付
記
し
た
。
寛
文
三
年
版
で
は
、
絵
柄
や
構
成

な
ど
に
関
し
て
従
来
の
挿
絵
と
は
大
き
く
異
な
る
場
合
が
多
い
が
、
寛
延
三

年
版
は
、
絵
柄
の
変
化
は
ほ
ぼ
な
く
、
絵
の
減
少
に
伴
っ
て
描
き
直
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
絵
入
り
版
本
全
十
種
の
中
で
大
き
な
転
換
期
と
な

る
の
は
、
寛
文
三
年
版
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
転
換
期
の
寛
文
期
前

後
に
お
け
る
挿
絵
の
変
化
の
様
相
を
注
目
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
で
、
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
挿
絵
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
紹
介
し
て
い
く

(

４)

。
出
口
氏
は
、
②
元
和
寛
永
頃
組

み
合
わ
せ
本
に
つ
い
て
、｢

組
合
せ
絵
本
は
、
表
現
の
効
率
性
や
経
済
性
を

想
定
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
方
で
物
語
を
詳
細
に
再
現
し

て
い
く
方
向
性
も
持
っ
て
い
た
。
特
に
本
文
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
他
の

作
品
に
お
い
て
は
比
較
的
、
寛
文
頃
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た｣

と
述
べ

る
。
加
え
て
、
初
期
の
組
み
合
わ
せ
絵
入
り
古
活
字
本
と
い
う
形
式
は
他
の

軍
記
物
語
版
本
で
は
例
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
組
合
せ
絵
と
は
、
通
常
の
一

枚
板
の
版
木
を
用
い
て
彫
ら
れ
て
い
る
絵
と
は
異
な
り
、
い
く
つ
か
の
限
ら

れ
た
絵
駒
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
一
つ
の
画
面
が
つ
く
ら
れ
た
絵
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
類
似
の
場
面
状
況
を
描
い
た
挿
絵
に
同
じ
絵
駒
が
使
わ
れ
る
こ
と

も
多
い
。
以
上
の
よ
う
な
制
作
上
の
特
性
が
あ
る
組
合
せ
絵
だ
が
、
出
口
氏

は
本
文
を
忠
実
に
挿
絵
化
し
よ
う
と
試
み
る
姿
勢
や
、
構
図
の
パ
タ
ー
ン
化

の
表
現
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
組
合
せ
絵
本
の
特
徴
と
し
て
、
挿

絵
の
内
容
を
本
文
と
対
応
さ
せ
、
構
図
の
パ
タ
ー
ン
化
表
現
に
よ
っ
て
、
絵

画
を
媒
介
に
し
た
物
語
の
再
現
を
細
部
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
と
結

ん
で
い
る
。

小
井
土
守
敏
氏
は
、
③
寛
永
頃
の
整
版
本
に
つ
い
て
、｢

絵
の
入
り
方
に

つ
い
て
の
制
約
も
あ
る
が
、
本
文
の
せ
ま
い
範
囲
を
、
多
く
の
挿
絵
に
よ
っ

て
物
語
の
進
行
に
沿
う
よ
う
に
紹
介
・
説
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。｣

と

し
、
ま
た
、
⑤
寛
文
三
年
版
に
つ
い
て
は

｢

本
文
の
内
容
を
断
片
的
に
表
現

し
、
見
開
き
一
面
と
い
う
広
い
構
図
を
用
い
て
本
文
の
叙
述
を
よ
り
多
く
絵

に
取
り
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
の
進
行
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
異
国
の
説
話
に
い
か
に
挿
絵
を
つ
け
る
か
と
い
う
点
に
ま
で
注
意
が

払
わ
れ
て
い
る
。｣
と
述
べ
る
。
③
寛
永
頃
の
整
版
本
の
挿
絵
の
数
は
⑤
寛

―��―



文
三
年
版
よ
り
多
く
、
多
く
の
枚
数
を
用
い
て
物
語
を
絵
画
化
す
る
傾
向
に

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
⑤
寛
文
三
年
版
で
は
、
そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た

見
開
き
図
を
用
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
異
時
同
図
の
手
法
を
用
い
る
。
ま
た
、

挿
絵
の
枚
数
は
減
少
す
る
が
、
異
国
の
説
話
に
お
い
て
は
あ
ま
り
枚
数
の
変

化
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
そ
の
点
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

本
文
と
絵
の
対
応
に
関
し
て
は
、
③
寛
永
頃
の
整
版
本
は
本
文
と
異
な
る
絵

柄
が
見
ら
れ
、
⑤
寛
文
三
年
版
で
は
本
文
の
再
現
が
な
さ
れ
た
絵
柄
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。
論
中
で
は
、｢

惟
喬
・
惟
仁
親
王
の
位
争
い｣

に
お
け
る

相
撲
の
図
と
競
馬
の
図
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

総
じ
て
、
先
に
述
べ
た
寛
文
期
の
大
き
な
変
化
に
加
え
、
初
期
の
組
み
合

わ
せ
絵
の
表
現
に
関
す
る
問
題
点
や
寛
文
以
前
の
③
寛
永
頃
の
整
版
本
の
本

文
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、『

曽
我
物
語』

に
は
、
幸
若
舞
曲
の
詞
章
を
ま
と
め
た

『

舞
の
本』

に
代
表
さ
れ
る
派
生
作
品
の
絵
画
化
が
豊
富
で
あ
る

(

５)
。
宮
腰
直
人
氏
は
、
本

文
の
継
承
と
い
う
点
で
は
、『

曽
我
物
語』

か
ら
舞
曲

｢
曽
我
物｣

、
そ
し
て

古
浄
瑠
璃
正
本
へ
と
い
う
流
れ
が
あ
る
も
の
の
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
そ
れ
と

異
な
り
、
同
時
代
の
制
作
環
境
や
読
者
の
志
向
を
受
け
た
刷
新
が
行
わ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
重
要
と
な
る
の
は
、『

舞
の
本』
の
要

素
を
取
り
込
ん
だ
⑤
寛
文
三
年
版

『

曽
我
物
語』

の
挿
絵
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
広
く
軍
記
物
語
の
版
本
の
挿
絵
は
、
寛
文
期
に
て
刷
新
さ
れ
る

場
合
が
多
い
と
さ
れ
、『

曽
我
物
語』

と
同
じ
よ
う
に
、
絵
柄
の
変
化
や
挿

絵
化
す
る
際
の
表
現
意
識
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

６)

。
主
に

『

平
家
物
語』

の
版
本
の
挿
絵
に
関
す
る
研
究
に
詳
し
い
出
口
氏
は
、｢

寛
文
頃
は
、
金
平

浄
瑠
璃
が
流
行
す
る
な
ど
芸
能
に
も
新
た
な
動
き
が
あ
り
、『

書
籍
目
録』

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
出
版
も
隆
盛
を
迎
え
た
時
代
で
も
あ
り
、

装
い
を
新
た
に
し
た
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
る
の
に
相
応
し
い
時
で
あ
っ
た
。｣

と
い
う
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
研
究
で
は
版
本

『

曽
我
物
語』

に
お
け
る
挿

絵
表
現
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に
は
、『

曽

我
物
語』

が
頼
朝
の
物
語
も
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
も
焦
点
を
当
て
、

版
本
が
流
布
し
て
い
た
時
代
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
挿
絵
の
中
で
描
か
れ
る

｢

権
力
者
・
頼
朝｣

と

｢

物
語
の
主
人
公
・
曽
我
兄
弟｣

を
中
心
に
扱
っ
て

い
く
。
対
応
す
る
本
文
内
容
か
ら
の
誇
張
や
乖
離
し
た
表
現
に
つ
い
て
考
察

し
、
寛
文
期
以
後
の
表
現
意
識
の
変
化
を
探
る
。

な
お
、
図
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、｢

版｣

・｢

所
蔵｣

及
び
注
目
し
た
人

物
な
ど
へ
の
印
を
適
宜
付
す
。

二
、
権
威
化
さ
れ
る
頼
朝

こ
こ
で
は
、
頼
朝
が
登
場
す
る
挿
絵
に
注
目
し
、
権
威
化
の
様
相
に
つ
い

て
探
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
頼
朝
が
家
臣
ら
と
対
面
す
る
場
と
曽
我
兄

弟
の
仇
討
ち
の
場
に
も
な
っ
た
狩
り
場
を
取
り
上
げ
、
本
文
内
容
や
他
の
絵

画
資
料
と
比
較
す
る
。
対
面
の
場
や
狩
り
場
は
、
い
わ
ば
頼
朝
の
政
治
力
と

軍
事
力
と
い
っ
た
文
武
の
権
力
が
現
れ
る
場
と
言
い
換
え
る
事
も
出
来
る
。

前
述
し
た
寛
文
期
で
の
転
換
と
と
も
に
、
権
威
化
の
方
法
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
検
討
す
る
。

①
対
面
の
場

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
巻
第
二

｢

時
政
が
女
の
事｣

に
て
語
ら
れ
る

―��―



頼
朝
と
政
子
の
文
の
や
り
と
り
に
関
す
る
図
で
あ
る
【
図
１
、
図
２】

。
対

面
図
と
し
て
、
家
臣
の
盛
長
を
仲
介
人
と
し
た
頼
朝
と
政
子
の
文
の
や
り
取

り
が
二
図
続
き
で
描
か
れ
る
。
構
図
の
パ
タ
ー
ン
化
と
し
て
、
室
内
に
い
る

人
物
の
も
と
に
別
の
人
物
が
訪
ね
る
構
図
が
用
い
ら
れ
て
い
る

(

７)

。
待
ち
受
け

る
者
が
画
面
左
側
の
上
段
と
な
り
訪
ね
る
者
が
右
側
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
訪
ね
る
人
物
の
装
束
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
か
ら
人
物
関
係
を

読
み
取
り
や
す
い
図
柄
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
構
図
の
パ
タ
ー

ン
化
は
寛
文
期
以
前
の
挿
絵
で
も
確
認
さ
れ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、
装
束
の

統
一
は
寛
文
期
以
後
の
挿
絵
か
ら
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
の

場
面
は
寛
文
期
以
前
で
は
挿
絵
化
さ
れ
て
い
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

寛
文
期
以
後
の
挿
絵
は
全
体
的
に
減
少
し
て
お
り
、
枚
数
変
化
の
な
い
挿
絵

の
ほ
と
ん
ど
は
異
国
の
説
話
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
真

名
本
に
は
な
い
仮
名
本
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
減
少
し
な
い
傾
向
だ
と
言
え

る
。
挿
絵
化
さ
れ
た
当
該
の
場
面
も
真
名
本
に
は
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

寛
文
期
以
後
の
版
で
は
、
構
図
の
パ
タ
ー
ン
化
な
ど
の
人
物
関
係
を
読
み
取

り
や
す
い
方
法
を
用
い
て
新
た
に
絵
画
化
し
た
こ
と
で
、
頼
朝
と
政
子
の
交

流
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
み
手
へ
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
意
図
が
垣
間

見
え
る
。

他
に
も
巻
第
二
で
は
、
不
思
議
な
霊
夢
に
つ
い
て
家
臣
ら
と
話
す
頼
朝
が

描
か
れ
る
【
図
３】

。
こ
こ
で
も
頼
朝
は
待
ち
受
け
る
側
の
位
置
に
座
し
て

お
り
、
夢
を
語
る
盛
長
と
夢
合
わ
せ
を
す
る
景
信
が
描
か
れ
、
本
文
内
容
に

即
し
た
絵
柄
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
構
図
に
よ
る
人
物
関
係
の
視
覚
化

も
行
わ
れ
て
い
る
。
寛
文
期
以
前
の
挿
絵
に
立
ち
返
る
と
組
合
せ
絵
本
で
は

計
三
図
で
当
該
の
場
面
が
挿
絵
化
さ
れ
る
が
、
限
ら
れ
た
絵
駒
を
利
用
し
て

い
る
た
め
か
、
本
文
内
容
と
ず
れ
る
絵
柄
と
な
っ
て
い
た

(

８)

。
組
合
せ
絵
本
は
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【図１】元禄十一年版

巻第二 ｢時政が女の事｣

(長野県立大学図書館蔵本)

【図２】元禄十一年版

巻第二 ｢時政が女の事｣

(長野県立大学図書館蔵本)



本
文
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
持
つ
と
の
見
方
も
あ
る
が
、

や
は
り
組
合
せ
絵
と
い
う
機
能
上
の
問
題
で
本
文
と
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
ま
で
確
認
し
た
巻
第
二
の
絵
図
は
あ
く
ま

で
も
頼
朝
が
将
軍
と
な
る
以
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
り
、
頼
朝
を
権
威
化
す

る
表
現
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

巻
第
三
に
は
、
頼
朝
が
将
軍
と
な
っ
て
権
力
を
得
た
後
、
か
つ
て
の
遺
恨

に
よ
っ
て
幼
い
曽
我
兄
弟
の
処
刑
を
命
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い
る
。

巻
第
三

｢

人
々
、
君
へ
ま
い
り
て
、
こ
ひ
申
さ
る
ゝ
事｣

で
は
、
五
人
の
家

臣
ら
が
次
々
と
頼
朝
の
御
前
に
参
っ
て
物
申
す
場
面
が
挿
絵
に
て
確
認
さ
れ

る
【
図
４
、
図
５
、
図
６
、
図
７】

。
頼
朝
は
上
畳
に
座
し
、
同
時
に
多
く

の
家
臣
が
描
か
れ
て
お
り
、
組
合
せ
絵
本
で
は
同
じ
絵
駒
を
使
用
し
つ
つ
連

続
性
の
あ
る
挿
絵
が
三
図
続
く
。
対
し
て
、
元
禄
十
一
年
版
は
見
開
き
図
で

あ
り
、
頼
朝
が
座
す
上
畳
が
繧
繝
縁
の
畳
と
な
っ
て
い
る
。
繧
繝
縁
は
、
一

般
的
に
天
皇
や
神
仏
が
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
元
禄
十
一
年
版
の
挿
絵
の
中

で
も
皇
族
が
登
場
す
る
挿
絵
に
描
か
れ
る

(

９)

。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
出
口
氏
は
、

頼
朝
が
繧
繝
縁
の
上
畳
に
座
る
の
は
寛
文
頃
の
版
本
の
挿
絵
で
は
よ
く
見
ら

れ
る
と
い
う

(

�)

。
ま
た
、
見
開
き
図
に
関
し
て
は
、｢

見
開
き
図
と
な
る
の
は
、

行
幸
図
や
頼
朝
等
を
描
い
た
も
の
な
ど
〈
公
〉
性
が
強
い
場
面
で
あ
り
、
片

面
図
に
な
る
の
は
曾
我
兄
弟
・
兄
弟
や
虎
と
い
っ
た
〈
私
〉
性
の
強
い
場
面

で
あ
る
よ
う
だ
。
寛
文
版

『

曽
我』

で
は
見
開
き
図
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
と

そ
う
で
な
い
場
面
を
意
識
的
に
使
い
分
け
て
い
た
よ
う
だ｣

と
す
る

(

�)

。
当
該

の
図
版
は
将
軍
期
の
頼
朝
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
扱
っ
た
流
人
期
の

頼
朝
と
は
異
な
る
見
開
き
図
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
意
識
的
に
頼
朝

を
公
的
な
場
で
権
威
の
あ
る
存
在
と
し
て
描
き
だ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
巻
第
四

｢
頼
朝
、
箱
根
参
詣
の
事｣

で
は
、
五
郎
と
祐
経
の
対
面
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【図３】元禄十一年版

巻第二 ｢盛長が夢見の事｣

(長野県立大学図書館蔵本)
【図４】組合せ絵本 巻第三

(国文学研究資料館蔵本)
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【図５】組合せ絵本 巻第三

(国文学研究資料館蔵本)

【図６】組合せ絵本 巻第三

(国文学研究資料館蔵本)

【図７】元禄十一年版 巻第三 ｢畠山重忠こひゆるさるゝ事｣

(長野県立大学図書館蔵本)



と
と
も
に
頼
朝
が
家
臣
ら
を
引
き
連
れ
て
箱
根
へ
参
っ
た
様
子
が
描
か
れ
る

【
図
８】

。
こ
こ
で
も
頼
朝
は
、
繧
繝
縁
の
上
畳
に
座
し
、
多
く
の
家
臣
や

箱
根
の
別
当
ら
と
対
面
し
て
い
る
。
掲
載
し
た
寛
文
期
以
後
の
版
で
は
、
五

郎
と
祐
経
の
対
面
が
画
面
右
下
に
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
寛
文
期
以
前

の
版
で
は
二
人
の
対
面
を
一
図
で
描
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
幼
少
期
の
五
郎

よ
り
も
優
先
さ
れ
て
頼
朝
の
権
威
が
表
象
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

総
じ
て
、
対
面
図
に
お
け
る
頼
朝
の
権
威
化
の
方
法
は
、
繧
繝
縁
の
上
畳

に
座
し
て
表
象
さ
れ
る

(

�)

。
加
え
て
、
流
人
期
よ
り
も
将
軍
期
の
方
が
よ
り
権

威
化
の
意
識
は
高
ま
り
、
寛
文
以
後
の
版
で
は
意
図
的
に
表
現
さ
れ
る
と
言

え
る
。

②
狩
り
場

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
頼
朝
が
ま
だ
流
人
で
あ
っ
た
時
期
の
奥
野
の

狩
り
に
お
い
て
、
余
興
と
し
て
催
さ
れ
た
相
撲
の
様
子
が
描
か
れ
た
挿
絵
で

あ
る
【
図
９】

。
こ
こ
で
は
、
頼
朝
が
桟
敷
席
の
よ
う
な
場
で
上
座
に
位
置

し
、
俣
野
と
河
津
の
相
撲
を
観
覧
す
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
本
文
の
叙
述

で
は
、
相
撲
は
あ
く
ま
で
も
野
外
で
突
発
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当

該
の
挿
絵
に
お
け
る
表
現
は
誇
張
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

本
文
の
叙
述
は
以
下
の
通
り
。

河
津
は
、
前
後
相
撲
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
な
れ
ば
、
や
う
も
な
く
、
す

る

�
と
あ
ゆ
み
よ
り
、
俣
野
が
、
抜
け
ん
と
あ
ひ
し
ら
ふ
所
を
、
右

の
腕
を
つ
つ
と
の
べ
、
俣
野
が
前
ほ
ろ
を
つ
か
ん
で
さ
し
の
け
、
あ
ら

く
も
は
た
ら
か
ば
、
た
づ
な
も
腰
き
れ
ぬ
べ
し
。
し
ば
ら
く
有
て
、
む

ず
と
ひ
き
よ
せ
、
目
よ
り
た
か
く
さ
し
あ
げ
、
半
時
ば
か
り
有
て
、
横

さ
ま
に
片
手
を
は
な
ち
て
、
し
と
と
う
つ
。〈
中
略
〉
座
敷
、
に
わ
か
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【図８】元禄十一年版 巻第四 ｢箱王､ 祐経にあひし事｣

(長野県立大学図書館蔵本)



に
さ
は
ぎ
、
ば
つ
と
た
つ
。
伊
東
方
に
よ
る
も
の
も
あ
り
、
大
庭
が
方

に
よ
る
者
も
あ
り
。
両
方
さ
ゑ
ん
ろ
お
り
ふ
さ
が
り
、
銚
子
、
盃
ふ
み

わ
り
、
酒
肴
を
こ
ぼ
す
。
雑
兵
三
千
余
人
ま
で
も
、
軍
せ
ん
と
て
ひ
し

め
き
け
り
。
兵
衛
佐
殿
、
此
よ
し
御
覧
じ
、｢

い
か
に
頼
朝
が
情
す
て

て
、
仇
を
む
す
び
た
ま
ふ
か
。
大
庭
の
人
々｣

と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

大
庭
平
太
う
け
た
ま
は
り
、〈
中
略
〉
し
づ
ま
り
け
り
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
村
上
学
氏
や
小
井
土
守
敏
氏
も
指
摘
し
て
お
り
、

村
上
学
氏
は
、｢

全
体
の
傾
向
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
組
合
せ
絵
本
か
ら

後
に
な
る
に
従
っ
て
絵
の
数
が
減
ず
る
と
共
に
、
本
文
と
絵
の
密
着
度
が
減

少
し
、
必
ず
し
も
本
文
の
内
容
が
そ
ぐ
わ
な
い
絵
柄
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
の
表
で

｢

同
じ
く
相
撲
の
事｣

に
四
枚
の
図
が
組
合
せ
絵
本
か

ら
正
保
三
年
版
に
は
存
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
文
の
内
容
を
デ
テ
イ
ル
に
使
用

し
て
い
る
が
、
寛
文
三
年
版
以
降
は
河
津
と
俣
野
の
相
撲
の
図
の
み
に
減
じ
、

か
つ
野
外
で
の
そ
の
場
の
座
興
か
ら
起
こ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
、
頼
朝
以
下

御
家
人
は
桟
敷

(

と
言
う
よ
り
堂
々
と
し
た
見
所
の
建
物)

の
内
か
ら
相
撲

を
見
物
す
る
の
で
あ
る
。｣

と
し
、
小
井
土
氏
は
大
方
そ
の
意
見
に
同
意
し

て
い
る

(

�)

。
寛
文
期
以
前
の
挿
絵
に
立
ち
返
る
と
、
下
段
に
大
庭
を
な
だ
め
る

頼
朝
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
文
の
叙
述
に
即
し
た
絵
柄
と
な
る
。
た
だ
、
元

禄
十
一
年
版
の
挿
絵
が
頼
朝
を
権
威
化
す
る
意
図
を
も
っ
て
場
面
を
挿
絵
化

し
た
も
の
だ
と
仮
定
す
る
と
、
画
面
下
段
に
頼
朝
を
描
く
挿
絵
は
権
威
の
あ

る
者
を
描
く
位
置
と
し
て
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
宴
席

で
の
頼
朝
は
、
上
座
に
位
置
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
で
、
敬
意
が
示
さ

れ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、
表
現
の
誇
張
は
頼
朝
の

権
威
化
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

将
軍
と
な
っ
た
頼
朝
は
、
各
地
で
狩
り
を
催
す
こ
と
と
な
る
。『

曽
我
物

―��―

【図９】元禄十一年版 巻第一 ｢同じく相撲の事｣

(長野県立大学図書館蔵本)



語』

で
は
、
巻
第
五
か
ら
頼
朝
が
催
し
た
狩
り
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
る
。
巻

第
五

｢

浅
間
の
御
狩
の
事｣

で
は
、
頼
朝
が
多
く
の
勢
子
を
連
れ
て
狩
り
を

催
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
【
図
10】

。
こ
こ
で
は
、
傘
を
差
し
、
馬
に

乗
っ
た
烏
帽
子
姿
の
頼
朝
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
姿
は
組
合
せ
絵
本
か
ら
共

通
す
る
姿
で
あ
り
、
後
に
続
く
富
士
の
巻
狩
り
図
の
挿
絵
と
も
通
ず
る

(

�)

。
寛

文
期
前
後
で
の
絵
柄
の
変
化
と
し
て
は
、
頼
朝
が
描
か
れ
る
位
置
や
画
面
中

央
と
左
下
に
描
か
れ
る
大
鷹
の
存
在
で
あ
る
。
本
文
中
の
記
述
か
ら
は
頼
朝

が
入
間
の
久
米
に
て

｢

追
鳥
狩
り｣

を
し
た
と
読
み
取
れ
る
が
、
絵
柄
は
鷹

狩
り
図
と
な
っ
て
い
る
。
対
応
す
る
本
文
の
記
述
と
は
異
な
る
絵
柄
と
言
え

よ
う
。

そ
こ
で
、
鷹
狩
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
確
認
す
る

(

�)

。
鷹
狩
り
は
古
く
か

ら
権
力
者
に
好
ま
れ
て
い
た
。
近
世
期
に
焦
点
を
当
て
る
と
、
徳
川
将
軍
に

よ
っ
て
鷹
狩
り
は
独
占
さ
れ
、
よ
り
一
層
権
威
の
象
徴
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
な
る
。
ま
た
、
鷹
狩
り
は
狙
っ
た
獲
物
を
し
と
め
る
た
め
に
連
携
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
身
の
意
の
ま
ま
に
勢
子
ら
へ
指
示
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
軍
事
演
習
的
な
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。『

曽
我

物
語』

中
で
描
か
れ
る
狩
り
は
、
大
勢
の
勢
子
を
引
き
連
れ
た
頼
朝
が
場
所

を
変
え
つ
つ
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
る
狩
り
場
は
、
頼
朝
が

権
力
を
得
た
後
に
行
わ
れ
た
一
連
の
狩
り
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
挿
絵
に
描

か
れ
る
鷹
狩
り
の
絵
柄
は
、
頼
朝
の
権
威
を
明
確
に
示
す
意
味
合
い
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
寛
文
期
以
前
は
狩
り
場
だ
と
分
か
る
図
で
は
あ
る
が
、
鷹

の
姿
は
確
認
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
絵
柄
の
変
更
と
と
も
に
細
か
な
挿
絵
表

現
が
可
能
に
な
り
、
権
威
の
表
象
が
よ
り
際
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

同
時
に
、
頼
朝
は
し
ば
し
ば
徳
川
将
軍
と
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る

(

�)

。
当
該
の
挿
絵
に
描
か
れ
る
頼
朝
の
姿
は
、『

曽
我
物
語』

に
関
連
す

―��―

【図10】元禄十一年版 巻第五 ｢浅間の御狩りの事｣

(長野県立大学図書館蔵本)



る
他
の
絵
画
作
品
と
共
通
し
て
お
り
、
浮
世
絵
や
屏
風
絵
な
ど
で
言
わ
れ
て

き
た
徳
川
将
軍
と
頼
朝
像
が
重
ね
ら
れ
る
現
象
は
、
版
本
の
挿
絵
に
お
い
て

も
同
じ
だ
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
当
該
の
挿
絵
は
鷹
狩
り

を
媒
介
と
し
て
同
様
の
方
法
で
権
威
を
表
象
し
て
い
る
。
版
本
の
挿
絵
に
お

け
る
狩
場
の
頼
朝
の
姿
は
、
元
来
の
絵
画
資
料
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。

加
え
て
、
物
語
の
後
半
に
描
か
れ
る
富
士
野
の
巻
狩
り
中
の

｢

畠
山
重
保

と
梶
原
景
季
の
鹿
論｣

を
描
く
挿
絵

(

巻
第
八)

で
も
、
頼
朝
は
同
じ
右
上

に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
頼
朝
を
描
く
位
置
に
つ
い
て
も
、｢

曽
我
物
語
図

屏
風｣

な
ど
と
い
っ
た
屏
風
絵
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、

意
図
的
に
挿
絵
の
中
の
頼
朝
を
権
威
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
寛
文
期

を
境
に
絵
柄
が
流
麗
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
絵
師
は
絵
巻
の
類
を
参
照
し

つ
つ
挿
絵
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
頼
朝
一
行
が
浅
間
か
ら
三
原
野
へ
狩
り
場
を
移

動
す
る
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挿
絵
化
し
た
も
の
で
あ
る
【
図
11】

。
こ
こ
で

は
、
狩
り
場
を
移
動
す
る
際
に
雨
に
降
ら
れ
た
頼
朝
が
、
景
季
に
歌
を
詠
ま

せ
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
該
の
挿
絵
に
つ
い
て
小
井
土
氏
は
、
真
名

本
で
も
屋
内
で
歌
会
が
催
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
寛
永
頃
整
版
本
よ

り
も
寛
文
三
年
版
の
方
が
本
文
に
即
し
た
絵
柄
だ
と
い
う

(

�)

。
つ
ま
り
、
屋
内

か
ら
野
外
へ
と
絵
柄
が
変
わ
り
、
本
文
内
容
を
忠
実
に
再
現
し
た
挿
絵
と
な
っ

た
と
言
え
る
。
た
だ
、
元
禄
十
一
年
版
で
は
本
文
に
明
確
に
示
さ
れ
な
い
雷

の
姿
が
確
認
で
き
る
。
本
文
中
で
は
、｢

そ
の
日
午
の
刻
に
、
ま
た
空
に
は

か
に
く
も
り
、
神
な
り
て
、
雨
や
う

�
こ
ぼ
れ
、
笠
を
う
る
ほ
す
。｣

と

あ
り
、
ま
た
景
季
が
詠
ん
だ
歌
で
は
、｢

昨
日
こ
そ
あ
さ
ま
は
ふ
ら
め
今
日

は
た
ゞ
み
は
ら
な
き
た
ま
へ
夕
立
の
神｣

と
あ
る
。
本
文
中
に

｢

雷｣

に
つ

い
て
言
及
が
あ
る
た
め
、
雷
の
姿
が
本
文
の
叙
述
か
ら
乖
離
し
た
表
現
と
は

言
え
な
い
。
出
口
氏
は
寛
文
以
後
に
か
け
て
異
類
が
描
か
れ
る
挿
絵
が
増
え

る
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
は
近
世
期
の
怪
異
譚
の
流
行
の
時
代
状
況
に
伴
っ

て
物
語
中
の
怪
異
的
な
要
素
が
挿
絵
を
媒
介
に
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
た
た
め

と
す
る

(

�)

。
決
し
て
本
文
の
叙
述
と
乖
離
し
た
表
現
を
取
る
の
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
時
代
状
況
に
応
じ
て
挿
絵
化
す
る
も
の
を
選
び
取
る
傾
向
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

総
じ
て
、
本
文
と
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
る
と
、
頼
朝
の
権
威
化

に
よ
っ
て
本
文
か
ら
誇
張
し
た
表
現
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
言
え
る
。
ま

た
、
異
類
の
表
象
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
が
怪
異
譚
の

流
行
と
い
う
時
代
状
況
で
あ
る
よ
う
に
、
頼
朝
の
権
威
化
も
時
代
状
況
を
踏

ま
え
、
そ
の
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

―��―

【図11】元禄十一年版 巻第五

(長野県立大学図書館蔵本)



三
、
武
勇
化
さ
れ
る
曽
我
兄
弟

こ
こ
で
は
、
曽
我
兄
弟
が
登
場
す
る
挿
絵
に
注
目
し
、
主
に
武
勇
化
の
様

相
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
兄
・
十
郎
と
弟
・
五
郎
そ
れ
ぞ

れ
の
表
現
特
徴
を
探
り
、
武
勇
化
の
表
現
が
確
認
さ
れ
る
兄
弟
の
最
期
を
描

く
挿
絵
を
扱
う
。

①
十
郎
と
五
郎
の
表
現

元
禄
十
一
年
版
の
挿
絵
に
お
け
る
十
郎
は
、
巻
第
四
の
元
服
後
に
は
千
鳥

柄
装
束
で
統
一
さ
れ
る
【
図
12
、
図
13】
。
寛
文
期
以
後
の
挿
絵
は
、
表
現

方
法
の
一
つ
と
し
て
装
束
で
人
物
の
表
現
を
固
定
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
え

る

(

�)

。
十
郎
の
装
束
が
千
鳥
柄
だ
と
い
う
根
拠
は
、
巻
第
九
に
以
下
の
通
り
に

叙
述
さ
れ
て
い
る
。

十
郎
が
其
夜
の
衣
裳
に
、
し
ろ
き
帷
子
の
腋
ふ
か
く
か
き
た
る
に
、
村

千
鳥
の
直
垂
の
袖
を
む
す
び
て
、
肩
に
か
け
、
一
寸
斑
の
烏
帽
子
懸
を

つ
よ
く
か
け
、
黒
鞘
卷
・
赤
銅
づ
く
り
の
太
刀
を
ぞ
も
ち
た
る
。
お
な

じ
く
五
郎
が
衣
裳
に
は
、
袷
の
小
袖
の
腋
ふ
か
く
か
き
た
る
を
、
狩
場

の
用
に
や
し
た
る
ら
ん
、
唐
貲
布
の
直
垂
に
、
蝶
を
三
二
所

�
に
か

き
た
る
に
、
紺
地
の
袴
の
く
ゝ
り
ゆ
る
ら
か
に
よ
せ
さ
せ
、
袖
を
ば
む

す
び
て
、
肩
に
か
け
、
平
紋
の
烏
帽
子
懸
を
つ
よ
く
か
け
、
赤
木
の
柄

の
刀
を
さ
し
、
源
氏
重
代
の
友
切
肩
に
打
か
け
、
ま
こ
と
に
す
ゝ
め
る

姿
、
ふ
き
う
が
昔
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。

(

巻
第
九

｢

出
た
つ
の
事｣)

十
郎
の
装
束
を
千
鳥
柄
で
統
一
す
る
表
現
は
絵
巻
や
奈
良
絵
本
、
後
の
歌

―��―

【図13】元禄十一年版 巻第九

(長野県立大学図書館蔵本)

【図12】元禄十一年版 巻第四

(長野県立大学図書館蔵本)



舞
伎
衣
装
と
も
共
通
す
る
表
現
で
あ
る

(

�)

。
た
だ
、
五
郎
の
装
束
は
元
服
後
か

ら
蝶
柄
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
掲
載
し
た
巻
第
四

｢

箱
王
が
元
服
の
事｣

の
元
服
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
く
挿
絵
【
図
12
】
に
て
、
十
郎
の
隣
に

座
る
五
郎
の
姿
か
ら
確
認
で
き
る
。

表
現
が
統
一
さ
れ
る
十
郎
に
対
し
、
五
郎
は
場
面
ご
と
に
違
っ
た
姿
を
見

せ
る
。
和
田
酒
盛
譚
と
も
呼
ば
れ
る
巻
第
六
の
大
磯
に
お
け
る
一
連
の
騒
動

で
は
、
十
郎
の
危
機
を
感
じ
取
っ
た
五
郎
が
荒
々
し
い
姿
で
挿
絵
に
登
場
す

る
【
図
14】

。
裸
馬
に
乗
る
姿
や
朝
比
奈
に
草
摺
り
を
引
か
れ
て
も
微
動
だ

に
し
な
い
姿
は
、
他
の
絵
画
と
も
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る

(

�)

。
元
禄
期
は

金
平
浄
瑠
璃
が
流
行
し
て
お
り
、
人
々
の
豪
傑
へ
の
注
目
が
高
か
っ
た
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

ま
た
、
巻
第
七

｢

母
の
勘
当
ゆ
る
す
事｣
で
は
、
豪
傑
さ
が
顕
著
に
表
れ

た
挿
絵
と
は
対
照
的
な
姿
が
確
認
さ
れ
る
【
図
15】
。
中
央
で
舞
を
舞
う
五

郎
は
、
先
ほ
ど
の
荒
々
し
さ
が
印
象
的
な
絵
柄
で
は
な
い
。
五
郎
は
、
場
面

ご
と
の
描
き
分
け
が
意
図
的
に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
寛
文
期
を
転
換

期
と
し
て
絵
柄
が
大
幅
に
変
化
し
、
描
き
分
け
の
様
相
も
際
立
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

総
じ
て
、
曽
我
兄
弟
は
装
束
の
意
図
的
な
統
一
や
場
面
ご
と
の
描
き
分
け

が
な
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
の
中
で
人
物
が
際
立
つ
表
現
が
さ
れ
て
い
た
。

②
兄
弟
の
最
期

物
語
の
中
で
、
最
初
に
命
を
落
と
す
の
は
十
郎
で
あ
る
。
兄
弟
の
悲
願
で

あ
っ
た
仇
討
ち
を
果
た
し
た
後
、
二
人
は
頼
朝
の
屋
形
を
目
指
し
、
多
く
の

御
家
人
ら
を
斬
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
十
郎
は
新
田
と
対
峙
し
命
を
落
と
す

の
だ
が
、
寛
文
期
以
後
の
挿
絵
で
は
本
文
の
叙
述
と
異
な
る
姿
が
描
か
れ
る

―��―

【図14】元禄十一年版 巻第六

(長野県立大学図書館蔵本)

【図15】元禄十一年版 巻第七

(長野県立大学図書館)



【
図
16
、
図
17
】
。
正
保
三
年
版
で
は
伏
せ
る
十
郎
が
描
か
れ
、
元
禄
十
一

年
版
で
は
新
田
に
立
ち
向
か
う
十
郎
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
文
の
叙
述
は
以

下
の
通
り
。

十
郎
は
、
宵
の
つ
か
れ
武
者
、
お
ゝ
く
の
敵
に
打
あ
ひ
て
、
腕
さ
が
り
、

力
も
よ
は
る
。
太
刀
よ
り
つ
た
ふ
汗
に
血
と
、
手
の
う
ち
し
げ
く
ま
は

り
け
れ
ば
、
太
刀
を
ひ
ら
め
て
う
く
る
所
に
、
十
郎
が
経
ち
、
鍔
本
よ

り
を
れ
に
け
り
。
忠
綱
、
か
つ
の
つ
て
打
程
に
、
左
の
膝
を
き
ら
れ
て
、

犬
居
に
な
り
て
、
腰
の
刀
を
ぬ
き
、
自
害
に
お
よ
ば
ん
と
す
る
所
に
、

太
刀
を
と
り
な
お
し
、
右
の
臂
の
は
づ
れ
を
さ
し
て
と
を
す
。
忠
綱
、

今
は
か
う
と
思
ひ
、
屋
形
を
さ
し
て
か
へ
り
け
る
を
、
十
郎
、
ふ
し
な

が
ら
、
か
け
た
る
こ
と
ば
と
ぞ
、
無
慙
な
る
。

(
巻
第
九

｢

十
郎
が
討
死
の
事｣)

細
か
い
叙
述
と
挿
絵
を
比
較
す
る
と
、
刀
の
折
れ
方
や
切
れ
た
足
な
ど
の

様
子
は
正
保
三
年
版
よ
り
元
禄
十
一
年
版
の
方
が
本
文
の
再
現
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
本
文
に
は
十
郎
が
伏
し
て
い
る
様
子
が
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
元
禄

十
一
年
版
の
絵
柄
と
は
異
な
る
。
加
え
て
、
正
保
三
年
版
で
は
描
か
れ
る
十

郎
の
死
体
に
駆
け
寄
る
五
郎
の
姿
【
図
18
】
は
、
元
禄
十
一
年
版
で
は
削
除

さ
れ
、
最
期
ま
で
勇
敢
で
あ
る
さ
ま
を
描
こ
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
巻
第
十

｢

五
郎
御
前
へ
め
し
い
だ
さ
れ
き
こ
し
ま
し
と
は
る
ゝ
事｣

で
は
、
五
郎
が
頼
朝
と
対
面
す
る
様
子
が
描
か
れ
、
五
郎
の
左
側
に
は
十
郎

の
首
が
確
認
で
き
る
【
図
19
、
図
20】

。
本
文
の
叙
述
は
以
下
の
通
り
。

黒
鞘
卷
に
赤
胴
づ
く
り
の
太
刀
、
村
千
鳥
の
直
垂
に
、
首
を
つ
ゝ
み
て
、

童
に
も
た
せ
、
五
郎
が
左
手
の
方
を
間
ち
か
く
、
首
を
見
せ
て
ぞ
と
を

り
け
る
。

(

巻
第
十

｢

五
郎
御
前
へ
め
し
い
だ
さ
れ
き
こ
し
ま
し
と
は
る
ゝ
事｣)

―��―

【図16】正保三年版 巻第九

(国立国会図書館蔵本)

【図17】元禄十一年版 巻第九

(長野県立大学図書館蔵本)
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【図18】正保三年版 巻第九

(国立国会図書館蔵本)

【図19】正保三年版 巻第十

(国立国会図書館蔵本)

【図20】元禄十一年版 巻第十

(長野県立大学図書館蔵本)



十
郎
の
首
に
注
目
す
る
と
、
正
保
三
年
版
で
は
本
文
の
叙
述
の
通
り
に
千

鳥
の
直
垂
に
く
る
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
描
か
れ
、
元
禄
十
一
年
版
で
は
三
方

の
上
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
三
方
は
、『

曽
我
物
語』

の
挿
絵
の
中
で
、

宴
会
の
場
な
ど
に
て
し
ば
し
ば
登
場
し
、
酒
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
十

郎
の
首
が
置
か
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
本
文
内
容
と
異
な
る
表
現
で
あ
る
。

三
方
は
神
仏
や
貴
人
に
物
を
さ
さ
げ
る
際
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

こ
で
は
十
郎
の
首
を
丁
寧
に
扱
っ
て
い
る
様
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
貴
人
・
頼
朝
へ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
ほ
ど
確
認
し
た
挿
絵
の
よ
う
に
頼
朝
は
繧
繝
縁
の
上
畳
に
座
し
て
お
り
、

権
威
化
の
意
識
が
確
認
で
き
る
。
当
該
の
挿
絵
は
曽
我
兄
弟
が
武
勇
化
さ
れ

て
い
る
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
頼
朝
と
と
も
に
一
画
面
で
描
か
れ
る
際
は
、
頼

朝
の
権
威
化
表
現
が
優
先
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
五
郎
は
頼
朝
と
の
対
面
を
し
た
後
、
浜
辺
で
処
刑
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
こ
で
も
寛
文
期
を
境
に
、
描
か
れ
る
五
郎
の
最
期
の
姿
が
異
な

る
【
図
21
、
図
22】

。
首
を
鈍
刀
で
切
ら
れ
る
瞬
間
を
描
く
挿
絵
か
ら
、
処

刑
人
を
振
り
返
り
見
て
悪
霊
に
な
ら
ん
と
告
げ
る
様
子
を
描
く
挿
絵
へ
と
変

化
す
る
。
本
文
の
叙
述
は
以
下
の
通
り
。

五
郎
を
濱
す
か
に
つ
れ
て
、
松
崎
と
い
ふ
所
の
岩
間
に
ひ
き
す
へ
、
き

ら
ん
と
す
。
時
宗
見
か
へ
り
申
け
る
は
、〈
中
略
〉
わ
ざ
と
太
刀
に
て

は
き
ら
で
、
苦
痛
を
さ
せ
ん
た
め
に
、
に
ぶ
き
刀
に
て
、
か
き
首
に
こ

そ
し
た
り
け
れ
。

(

巻
第
十

｢

五
郎
が
き
ら
る
ゝ
事｣)

十
郎
の
最
期
と
違
っ
て
本
文
の
叙
述
と
異
な
る
絵
柄
と
変
化
す
る
訳
で
は

な
い
が
、
首
を
斬
ら
れ
る
五
郎
か
ら
処
刑
人
に
語
り
か
け
る
五
郎
へ
変
化
し

た
こ
と
に
関
し
て
は
、
十
郎
と
同
じ
よ
う
に
最
期
ま
で
勇
敢
で
あ
る
さ
ま
を

―��―

【図22】元禄十一年版 巻第十

(長野県立大学図書館蔵本)

【図21】正保三年版 巻第十

(国立国会図書館蔵本)



描
こ
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
元
禄
十
一
年
版
で
は
兄
弟
の
死
を
明

確
に
描
く
こ
と
を
避
け
、
武
勇
を
強
調
さ
せ
る
意
識
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。総

じ
て
本
文
と
の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
る
と
、
人
物
表
現
以
外
の

細
か
な
本
文
の
叙
述
と
の
対
応
は
図
ら
れ
て
い
る
が
、
人
物
に
焦
点
を
当
て

る
と
異
な
る
場
合
が
多
い
と
言
え
る
。
曽
我
兄
弟
は
挿
絵
の
中
で
武
勇
化
さ

れ
る
が
、｢

寿
曽
我
対
面｣
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
近
世
期
で
は
曽
我
物
と

呼
ば
れ
る

『

曽
我
物
語』
を
題
材
に
し
た
演
劇
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
流
れ
の
中
で
、
人
物
が
際
立
つ
表
現
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

四
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
絵
入
り
版
本

『

曽
我
物
語』

の
特
性
を
考
え
る
手
段
と
し
て
、

頼
朝
や
曽
我
兄
弟
と
い
っ
た
人
物
の
表
現
に
注
目
し
た
。
特
に
、
大
き
な
転

換
期
で
あ
る
寛
文
期
を
境
に
表
現
が
変
化
し
た
点
を
検
証
し
、
そ
の
変
化
の

背
景
に
つ
い
て
登
場
人
物
を
軸
に
考
察
し
た
。

頼
朝
に
つ
い
て
は
、
対
面
と
狩
り
場
で
特
徴
的
な
表
現
が
な
さ
れ
、
い
わ

ば
文
武
の
権
威
が
合
わ
せ
て
挿
絵
の
中
で
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
曽
我
兄
弟

に
つ
い
て
は
、
十
郎
の
装
束
に
よ
る
人
物
の
固
定
や
五
郎
の
描
き
分
け
、
物

語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
仇
討
ち
で
の
切
り
取
る
兄
弟
の
姿
に
特
徴
が

見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
寛
文
期
以
後
の
挿
絵
で
顕
著
に
表
れ
、
対
応
す
る
本

文
か
ら
逸
脱
し
た
表
現
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
頼
朝
を
権
威
化

す
る
表
現
や
曽
我
兄
弟
を
武
勇
化
す
る
よ
う
な
表
現
は
、
物
語
が
享
受
さ
れ

た
場
を
具
体
的
に
探
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

物
語
が
享
受
さ
れ
た
場
、
す
な
わ
ち
時
代
状
況
や
出
版
状
況
に
注
目
す
る

と
、
出
版
業
界
や
金
平
浄
瑠
璃
の
隆
盛
、
寛
文
年
間
の
出
版
統
制
令
な
ど
が

確
認
さ
れ
た

(

�)

。
絵
柄
の
刷
新
に
つ
い
て
は
、
出
版
の
隆
盛
と
い
う
き
っ
か
け

が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
人
物
表
現
の
意
識
の
変
化
に
つ
い

て
は
改
め
て
時
代
状
況
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
物
語
が
享
受

さ
れ
て
い
た
場
の
状
況
に
基
づ
き
、
挿
絵
の
中
の
頼
朝
は
権
威
化
さ
れ
、
曽

我
兄
弟
は
武
勇
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軍
書
も
対
象
で
あ
っ
た
出
版
統

制
に
影
響
さ
れ
て
頼
朝
の
権
威
が
色
濃
く
挿
絵
に
表
れ
、
演
劇
の
隆
盛
と
と

も
に
曽
我
兄
弟
は
人
物
が
浮
か
び
あ
が
る
絵
柄
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
取
ら
れ
て
い
た
手
法
、
す
な
わ
ち
出

版
状
況
や
文
化
状
況
を
よ
り
詳
細
に
検
討
し
つ
つ
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
明
確
な
結
論
を
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
行
っ
た
登
場
人
物
の
表
現
に
注
目
し
て
挿
絵
を
分
析
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
文
化
的
な
状
況
は
物
語
の
本
文
よ
り
も
挿
絵
に
反
映
さ
れ
、
登
場
人
物

た
ち
は
挿
絵
独
自
の
文
脈
で
描
き
だ
さ
れ
る
。
挿
絵
は
物
語
享
受
の
有
り
様

が
示
さ
れ
た
一
つ
の
手
段
と
も
言
え
、
過
去
の
物
語
を
時
代
に
合
わ
せ
て
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
出
版
側
の
意
識
が
顕
著
に
表
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
。

絵
入
り
版
本

『

曽
我
物
語』

の
中
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
頼
朝
や
曽
我
兄
弟
の

姿
は
、
そ
れ
ま
で
屏
風
な
ど
で
見
ら
れ
た
図
像
を
取
り
込
み
つ
つ
、
挿
絵
の

中
で
新
た
な
解
釈
を
も
っ
て
享
受
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【

テ
キ
ス
ト
】

日
本
古
典
文
学
大
系

『

曽
我
物
語』

市
古
貞
次
ほ
か
、
岩
波
書
店
、
一
九

六
六
年
／
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『

曽
我
物
語』

梶
原
正
昭
ほ
か
、
小

―��―



学
館
、
二
〇
〇
二
年
／

『

真
名
本

曽
我
物
語』

青
木
晃
・
笹
川
祥
生
ほ

か
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
―
一
九
八
八
年
／
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『
舞
の
本』

麻
原
美
子
ほ
か
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年

【

引
用
図
版
】

元
和
寛
永
頃
組
合
せ
絵
本：

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
／
正
保
三
年
版：

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
／
元
禄
十
一
年
版：

長
野
県
立
大
学
図
書
館
蔵
本

【

注
】

(

１)

村
上
学

『

曽
我
物
語
の
基
礎
的
研
究
―
本
文
研
究
を
中
心
と
し
て
―』

(

風
間
書
房
、
一
九
八
四
年)

(

２)

前
掲
注

(

１)

付
記

｢

諸
版
本
と
挿
絵｣

(

３)

前
掲
注

(

１)

、
出
口
久
徳

｢

絵
入
り
版
本
『

義
経
記』

の
挿
絵
を

め
ぐ
っ
て
―
近
世
前
期
の
出
版
を
め
ぐ
る
一
考
察
―｣

(

ク
リ
ス
ト
フ
・

マ
ル
ケ
他
編

『

日
本
の
文
字
文
化
を
探
る
―
日
仏
の
視
点
か
ら』

勉
誠
出

版
、
二
〇
一
〇
年)

、
出
口
久
徳

｢

組
合
せ
絵
入
り
古
活
字
版

『

曾
我
物

語』

の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て｣

(

宮
腰
直
人
ほ
か

『

曽
我
物
語
の
絵
画
化
と

文
化
環
境：

物
語
絵
・
出
版
・
地
域
社
会』

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇

一
六
年
三
月)

、
国
文
学
研
究
資
料
館

｢

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス｣

(http://base1.nijl.ac.jp/̃tkoten/)
｢

新
日
本
古
典
籍
総
合

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

(https://kotenseki.nijl.ac.jp/)

を
参
照
し
、

一
覧
に
し
た
。

(

４)
『

曽
我
物
語』

版
本
の
挿
絵
研
究
と
し
て
主
と
な
る
も
の
は
、
前
掲

注(

１)

の
他
に
、
小
井
土
守
敏｢

絵
入
版
本『

曾
我
物
語』

に
つ
い
て
―

寛
永
頃
と
寛
文
三
年
刊
本
の
絵
の
検
討｣

(『

日
本
語
と
日
本
文
学』

25

(

筑
波
大
学)

一
九
九
七
年
八
月)

、
岡
雅
彦

｢

古
活
字
版

『

曽
我
物
語』

の
絵
組
に
つ
い
て｣
(『

か
が
み』

32
33
合
併
号
、
一
九
九
八
年
三
月)

、

宮
腰
直
人
ほ
か

『

曽
我
物
語
の
絵
画
化
と
文
化
環
境：

物
語
絵
・
出
版
・

地
域
社
会』
(

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
一
六
年
三
月)

、
林
茉
奈

｢

元

禄
十
一
年
刊
本

『

曽
我
物
語』

の
挿
絵
と
本
文
の
考
察
―
長
野
県
短
期
大

学
付
属
図
書
館
蔵
本
を
手
掛
か
り
と
し
て｣

(『

長
野
国
文』

26
号
、
二
〇

一
八
年
三
月)

な
ど
。

(

５)
『

舞
の
本』

の
絵
画
に
関
し
て
、
小
林
健
二

｢

絵
入
り
版
本

｢

舞
の

本｣

の
挿
絵
の
形
成｣

『

幸
若
舞
曲
研
究

十
巻』

(

三
弥
井
書
店
、
一
九

九
八
年)

、
宮
腰
直
人

｢

和
田
酒
盛
譚
考：

『

曽
我
物
語』

・
舞
の
本
・
古

浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て｣

(『

国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要』

39
号
、

二
〇
一
三
年
三
月)

、
石
川
透
・
星
瑞
穂
編

『

舞
の
本
を
読
む

武
将
が

愛
し
た
舞
の
世
界
の
物
語』

(

三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年)

、
井
戸
美
里

｢

幸
若
舞
曲
の
絵
画
化
と
受
容
空
間
に
関
す
る
一
考
察
―

｢

曽
我
物
語
図

屏
風｣

を
例
と
し
て
―｣

(『

美
学』

247
号
、
二
〇
一
五
年
十
二
月)

な
ど

の
研
究
が
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て

『

舞
の
本』

の
版
本

の
出
版
は
寛
永
頃
だ
と
定
説
化
し
て
い
る
。

(

６)

出
口
久
徳
氏
の
論
文
は
、｢

寛
文
期
の

『

平
家
物
語』：

寛
文
十
二
年

版
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て｣

(『

日
本
文
学』

51
号
、
二
〇
〇
二
年
十
月)

、

｢

明
暦
二
年
版

『

平
家
物
語』

の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て｣

(『

立
教
大
学
日
本

文
学』

81
号
、
一
九
九
八
年
十
二
月)

、｢

軍
記
物
語
の
挿
絵
と
読
み
―

『
平
家
物
語』

の
絵
入
り
版
本
を
中
心
に｣

(『

軍
記
と
語
り
物』

39
号
、

二
〇
〇
三
年
三
月)

、｢『

平
家
物
語』

絵
画
に
描
か
れ
た
〈
場〉：

屏
風
絵
・

絵
入
り
版
本
・
絵
入
り
写
本
を
め
ぐ
っ
て｣

(『

学
芸
国
語
国
文
学』

47
号
、

二
〇
一
五
年
三
月)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
寛
文
・
延
宝
期
の

『

平

家
物
語』

の
挿
絵
に
関
し
て
追
究
し
た
論
考
に
て
、
多
く
の
軍
記
物
語
版

―��―



本
の
挿
絵
は
、
寛
文
期
で
刷
新
さ
れ
る
と
述
べ
る
。

(
７)

前
掲
注

(

３)

出
口
久
徳

｢

組
合
せ
絵
入
り
古
活
字
版

『

曾
我
物
語』

の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て｣

に
お
い
て
、｢

宴
席｣

な
ど
の
場
面
に
用
い
ら
れ

る
構
図
と
し
て
、｢

画
面
は
上
中
下
の
三
段
構
成
と
な
る
。
上
段
に
そ
の

座
の
主
人
格
の
人
々
が
並
ぶ
。
中
段
に
は
そ
の
相
手
を
す
る
人
々
や
舞
な

ど
の
芸
を
見
せ
る
人
々
が
配
置
さ
れ
る
。
下
段
に
は
控
え
る
人
物
を
配
置

す
る
。
宴
席
で
あ
り
多
く
の
人
が
描
か
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
う
し
た
構
成

を
描
く
こ
と
で
、
そ
の
場
に
お
け
る
立
場
の
差
が
明
確
と
な
る
。｣

と
述

べ
て
お
り
、
組
み
合
わ
せ
絵
に
は
そ
の
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(

８)

本
文
内
容
を
確
認
す
る
と
、
場
に
い
る
の
は
頼
朝
・
盛
長
・
景
信
の

三
名
だ
が
、
組
合
せ
絵
本
で
は
三
図
と
も
場
に
描
か
れ
る
の
は
二
人
、
あ

る
い
は
四
人
で
あ
る
。

(

９)

前
掲
注

(

４)

林

｢

元
禄
十
一
年
刊
本

『
曽
我
物
語』

の
挿
絵
と
本

文
の
考
察｣

第
二
章
第
一
節

｢

惟
喬
・
惟
仁
の
位
争
い
の
事｣

挿
絵
３
に

て
、
左
上
に
繧
繝
縁
の
上
畳
に
座
し
、
簾
に
隠
さ
れ
た
人
物
が
確
認
で
き

る
。『

曽
我
物
語』

版
本
の
中
で
皇
族
が
挿
絵
に
登
場
す
る
の
は
当
該
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
み
で
あ
る
が
、
挿
絵
１
、
２
の
行
幸
図
の
よ
う
に
、
そ
の

姿
は
隠
さ
れ
て
い
る
。
山
本
陽
子

｢

絵
巻
に
お
け
る
天
皇
の
姿
の
表
現｣

(『

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌』

564
号
、
二
〇
〇
〇
年
二
月)

に
て
、
絵
巻

の
中
に
描
か
れ
る
天
皇
の
姿
は
隠
さ
れ
る
と
あ
り
、『

曽
我
物
語』

版
本

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

(

10)

出
口
久
徳｢

寛
文
・
延
宝
期
の
源
平
合
戦
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
っ
て
―

延
宝
五
年
版

『

平
家
物
語』

の
挿
絵
を
中
心
に｣

(

松
尾
葦
江
編

『

文
化

現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年)

に
て
、
寛
文

版
の

『

平
家
物
語』

で
は
繧
繝
縁
の
上
畳
が
描
か
れ
る
こ
と
に
対
し
、
延

宝

(

一
六
七
三
―
一
六
八
一)

版
で
は
繧
繝
縁
の
上
畳
が
用
い
ら
れ
る
例

は
基
本
的
に
天
皇
な
ど
で
あ
り
、
頼
朝
が
繧
繝
縁
に
座
る
例
は
な
い
と
い

う
。
頼
朝
が
繧
繝
縁
の
上
畳
に
座
る
例
は
、『

曽
我
物
語』

も
含
め
、『

義

経
記』

な
ど
の
寛
文
頃
の
版
本
の
挿
絵
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

(

11)

出
口
氏
は
、｢

寛
文
・
延
宝
期
の
軍
記
物
語：

延
宝
五
年
版

『

平
家

物
語』

か
ら
考
え
る｣

(『

説
話
文
学
研
究』

49
号
、
二
〇
一
四
年
十
月)

｢

四

巻
の
冒
頭
の
見
開
き
図
を
め
ぐ
っ
て｣

に
お
い
て
、｢

『

曾
我』

を

見
る
と
、
見
開
き
図
と
な
る
の
は
、
行
幸
図
や
頼
朝
等
を
描
い
た
も
の
な

ど
〈
公
〉
性
が
強
い
場
面
で
あ
り
、
片
面
図
に
な
る
の
は
曾
我
兄
弟
・
兄

弟
や
虎
と
い
っ
た
〈
私
〉
性
の
強
い
場
面
で
あ
る
よ
う
だ
。
寛
文
版

『

曾

我』

で
は
見
開
き
図
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
と
そ
う
で
は
な
い
場
面
を
意
識

的
に
使
い
分
け
て
い
た
よ
う
だ
。｣

と
述
べ
る
。
確
か
に
、
頼
朝
が
登
場

す
る
巻
第
一
の
挿
絵
は
全
て
見
開
き
図
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
氏
は

｢

寛

文
・
延
宝
期
、
軍
記
物
語
版
本
の
挿
絵
表
現
を
め
ぐ
っ
て
―
延
宝
五
年
版

『

平
家
物
語』

に
お
け
る
頼
朝

｢

対
面｣

場
面
を
読
む｣

(

日
下
力
監
修
、

鈴
木
彰
・
三
澤
裕
子
編

『

い
く
さ
と
物
語
の
中
世』

汲
古
書
院
、
二
〇
一

五
年)

に
て
延
宝
版

『

平
家
物
語』

や
寛
文
版

『

曽
我
物
語』

で
は
、
頼

朝
に
よ
る
対
面
図
が
見
開
き
図
と
し
て
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

(
12)

前
掲
注

(

11)

出
口
氏
の
論
文
よ
り
。

(
13)

前
掲
注

(

４)

な
お
、
小
井
土
氏
は
論
文
中
で

｢

寛
文
三
年
刊
本
は
、

河
津
が
俣
野
を
打
ち
負
か
す
様
を
見
開
き
一
面
の
一
図
で
描
い
て
い
る
。

相
撲
を
取
る
二
人
の
周
囲
に
は
ま
わ
し
姿
に
な
っ
た
男
が
四
人
配
置
さ
れ
、

複
数
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
見
物

す
る
頼
朝
及
び
御
家
人
た
ち
は
、
立
派
な
桟
敷
の
よ
う
な
所
に
座
を
占
め

―��―



て
い
る
。
本
文
の
記
述
に
、
大
庭
平
太
が

｢

こ
れ
、
芝
居
の
座
敷
、
誰
を

上
下
と
さ
だ
む
べ
き｣

と
発
言
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
こ
が

｢

狩
り
場｣

で
あ
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
村
上
学
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
桟
敷

の
よ
う
な
も
の
は
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
に
現
れ
た
誇
張
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。｣
と
述
べ
て
い
る
。

(

14)

頼
朝
の
姿
が
版
本
の
挿
絵
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、

流
人
期
の
髪
型
や
尻
鞘
の
太
刀
、
狩
り
場
の
姿
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
巻

第
一
を
通
し
て
、
頼
朝
は
他
の
人
物
と
異
な
る
髪
型
を
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
、
寛
文
以
後
の
版
に
お
い
て
、
頼
朝
の
髪
型
の
差
異
は
他
の
人
物
と

の
差
別
化
の
た
め
に
取
っ
た
表
現
か
と
思
わ
れ
る

(

前
掲
注

(

４)

拙
論

で
も
指
摘)

。
ま
た
、
ど
の
版
に
お
い
て
も
挿
絵
の
中
の
頼
朝
は
、
尻
鞘

の
太
刀
を
持
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
出
口
氏
は
、
絵
入

り
版
本

『

平
家
物
語』

に
お
け
る
尻
鞘
の
太
刀
は
、
義
経
で
あ
る
こ
と
を

表
す
表
現
だ
と
し
、
こ
の
表
現
は

｢

弁
慶
物
語｣
な
ど
他
の
絵
入
り
版
本

に
も
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る

(

出
口
久
徳

｢

絵
入
り
版
本

『

平
家
物

語』

考：

挿
絵
の
中
の
義
経
・
弁
慶
の
物
語
に
つ
い
て｣

(『
学
芸
国
語
国

文
学』

第
二
十
九
号
、
一
九
九
七
年
三
月)

よ
り)

。
尻
鞘
の
太
刀
は
、

源
氏
で
あ
る
証
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。｢
曽

我
物
語
図
屏
風｣

(

六
曲
一
双
、
桃
山
時
代
〈
十
六
世
紀
末
〜
十
七
世
紀

初
頭〉

、
渡
辺
美
術
館
蔵
、『

二
〇
一
九
年
春
期
特
別
展

幸
若
舞
曲
と
絵

画
―
武
将
が
愛
し
た
英
雄
た
ち』

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
、
二
〇
一
九
年)

で
は
、
挿
絵
と
同
様
の
狩
場
に
お
け
る
頼
朝
の
姿
が
確
認
さ
れ
、
描
か
れ

る
位
置
も
画
面
の
右
上
と
な
る
。

(

15)

鷹
狩
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
坂
井
孝
一

『

曽
我
物
語
の
史
的

研
究』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年)

、
二
本
松
康
弘

『

曽
我
物
語
の
基

層
と
風
土』

(

三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
九
年)

な
ど
を
参
照
し
た
。

(

16)

大
久
保
純
一

｢

頼
朝
の
イ
メ
ー
ジ
と
徳
川
将
軍｣

(

小
島
道
裕
編

『

武
士
と
騎
士：

日
欧
比
較
中
近
世
史
の
研
究』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
一

〇
年)

で
は
、
江
戸
前
期
の

｢

江
戸
図
屏
風｣

や
江
戸
末
期
の
錦
絵
を
通

し
て
、
徳
川
将
軍
を
絵
画
化
す
る
際
は
頼
朝
の
イ
メ
ー
ジ
が
仮
託
さ
れ
て

描
か
れ
る
と
す
る
。
頼
朝
は
大
衆
文
化
の
中
で
人
気
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
は
な
い
も
の
の
徳
川
将
軍
が
頼
朝
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
、

武
家
政
権
の
創
始
者
た
る
頼
朝
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
在
の
武
家
政
権
の
支
配

者
で
あ
る
徳
川
将
軍
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う
、
肯
定
的
な
意
識
が
あ
る

こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。『

曽
我
物
語』

版
本
の
挿
絵
と

い
う
点
に
立
ち
返
る
と
、
屏
風
絵
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
徳
川
将
軍
と
重
ね

ら
れ
た
頼
朝
の
イ
メ
ー
ジ
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
絵
柄
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
故
に
、
過
去
の
人
物
で
あ
る
頼
朝
へ
の
当
時
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
武

家
政
権
の
創
始
者
た
る
権
威
を
持
つ
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
田
洋
三

『

江
戸
の
本
屋
さ
ん：

近
世
文
化
史
の
側
面』

(

平
凡

社
、
二
〇
〇
九
年)

に
て
、
寛
文
の
出
版
統
制
に
つ
い
て
記
述
が
あ
り
、

軍
書
も
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
挿
絵
に
お
い
て
頼
朝
の
権
威
化
が
際

立
つ
こ
と
と
の
関
連
性
が
窺
え
る
。

(

17)

前
掲
注

(

４)

小
井
土
氏
の
論
文
よ
り
。

(
18)

前
掲
注

(

10)

出
口
氏
の
論
文
よ
り
。

(
19)

前
掲
注

(

９)

拙
論
に
て
、
本
文
と
挿
絵
を
合
わ
せ
て
検
討
し
た
結

果
、
巻
第
一
の
祐
親

(

曽
我
兄
弟
の
祖
父)

は
、
挿
絵
の
中
で
共
通
の
装

束
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

(

20)

大
月
千
冬

｢

明
星
大
学
所
蔵

『

十
番
切』

絵
巻
の
図
様
に
つ
い
て｣

(

山
本
陽
子
・
大
月
千
冬
・
出
口
久
徳
ほ
か

『

物
語
絵
画
に
お
け
る
武
士
―

―��―



表
現
の
比
較
研
究
と
作
例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
―』

二
〇
〇
九
年
三
月)

(
21)

前
掲
注

(

５)

宮
腰
氏
の
論
文
よ
り
。

(

22)
前
掲
注

(

３)

出
口
久
徳

｢

絵
入
り
版
本

『

義
経
記』

の
挿
絵
を
め

ぐ
っ
て｣

(

23)

前
掲
注

(
３)

出
口
久
徳

｢

絵
入
り
版
本

『

義
経
記』

の
挿
絵
を
め

ぐ
っ
て｣

｢

五
〈
弁
慶
の
物
語
〉
へ｣

に
て
、
寛
文
版
に
な
る
と
挿
絵
の

傾
向
が
〈
弁
慶
の
物
語
〉
と
変
化
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

御
伽
草
子

『

弁
慶
物
語』
を
は
じ
め
と
し
て
〈
弁
慶
を
め
ぐ
る
物
語
〉
が

人
々
に
好
ま
れ
、
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
、
弁
慶
を
め
ぐ
る
テ
キ
ス
ト
が

寛
永
頃
か
ら
寛
文
期
に
か
け
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
、
金
平
浄
瑠
璃
の
流

行
に
よ
る
豪
傑
へ
の
注
目
が
あ
る
と
す
る
。
曽
我
兄
弟
を
め
ぐ
る
物
語
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(

24)

前
掲
注

(

16)

に
頼
朝
の
権
威
化
と
出
版
統
制
、
前
掲
注

(

23)

に

人
物
を
め
ぐ
る
物
語
と
後
世
の
注
目
度
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

(

は
や
し
・
ま
な

千
葉
大
学
文
学
部
人
文
学
科

日
本
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
コ
ー
ス
二
〇
二
〇
年
卒
業)

―��―
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